
（別紙３）

～ 令和7年　9月15日

（対象者数） 65名 （回答者数） 27名

～ 令和7年9月1日

（対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
さらにきめ細やかなニーズの把握とお子様の状況に応じた支

援の拡充を図る。

2
支援プログラムを有効に活用しつつ、さらに一人ひとりの状

況に合わせた柔軟な支援の提供を図る。

3 保護者様同士での交流機会の提供を検討する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

事業所内での活動、関係機関との連携は充実してきているの

で、そこに加えて地域の方が参加できるイベントの実施を検

討する。

2 ニーズの把握と希望に沿って開催できるよう調整を行う。

3
・日々の清掃

・早急な修理対応

個別療育を行っていること
個別のニーズの把握とそれに沿った支援計画の作成、支援の実

施

支援プログラムが確立されていること
ご利用者様の状況・ニーズに合わせた支援の提供を行うことが

できている。

保護者様とのコミュニケーションをとる機会が多いこと
保護者同伴での通所、療育の様子を見学していただき、毎回必

ずフィードバックの時間を確保している。

設備面の整備
エアコンの故障（水漏れ）など、経年劣化を含む設備面の整備

が不十分な状況

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域に開かれた事業所運営
ご利用者様以外の方に事業所へ来ていただく機会が、体験レッ

スンのみ

保護者同士の交流の機会 ペアトレや保護者会の実施が不十分

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年9月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 コペルプラス広島中筋教室

○保護者評価実施期間
令和7年　8月19日

○保護者評価有効回答数

令和7年8月19日

事業所における自己評価総括表公表


